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駒澤大学経済学部同窓会（以下同窓会と略す）役員会は会則第１２条により臨時総
会を開催し、令和７年６月１４日をもって同窓会閉会の提案をすることを決定した。

駒澤大学経済学部同窓会は平成５年に設立され３２年の歴史を歩んできた。
本会の目的は、第一に「同窓生の親睦」、第二に「経済学部および母校の発展に寄与」

することであり（会則第２条）、経済学部卒業生や教員の熱い思いによって設立された。

「同窓生の親睦」を目的とする活動としては、３年ごとの総会や懇親会、経済学部
創立２０年、３０年の記念祝典や講演会、経済学部創立７０周年を祝う会等を実施し、
全国から会員や卒業生が参集し学部の発展を祝い旧交を温めてきた。

「経済学部の発展に寄与」する活動としては、学生シンポジウム、ソフトボール大
会や球技大会の支援、インターンシップへの協力、卒業式での成績優良者の表彰等を
実施してきた。諸行事には財政支援をおこない、会員も参加して卒業生と学生が一体
となった事業として定着した。

同窓会活動は年２回発行の会報「こまざわ経済通信」で会員に報告し、情報共有
と組織強化の努力を重ねてきた。会報は第５４号まで継続発行された。
これらの活動を実務的に支えたのは、歴代役員の献身的なボランティア活動で

あった。

こうして活動を続けてきた本会も時代の推移とともに困難に直面するようになっ
た。入会者の減少と会員の高齢化である。入会者減少の原因を特定することは困難で
あるが、学生の組織とのつながりを求める意識が希薄化し、組織への帰属を嫌う傾向
が強まったことが一因とみられる。会員は年を追って減少し、現在は３５７人となっ
ている。（令和７年３月）
入会者の減少により年齢構成に極端な歪みが生じ、６５歳以上の会員が８１％、７０歳

以上が６２％となっている。対照的に４０歳以下の会員は８％にすぎない。（令和５年
１１月）

同窓会の運営を担っている役員も高齢化しており、役員（学外）全員が７５歳以上
である。辞任者増加のため業務負担は過重になり、後継者を確保できないため今後の
活動続行を展望できない状況になっている。

会員も運営者も高齢化した結果、同窓会の活動実績は年を追って低下している。
第１０回総会（令和５年１２月２日）の出席者は２６人（うち役員８人）であり、直

近の講演会・懇親会（令和６年１１月２３日）の出席者も１８人（うち役員９人）であった。

事態を打開するため、会員獲得や役員募集に不断の努力を続け、卒業式やホーム
カミングデーでの会員募集、会報「こまざわ経済通信」、同窓会ホームページ、
Facebook 等による広報強化、経済学部・大学当局との連携などあらゆる方策を講じ
たが、会員減少と高齢化を止めるだけの成果をあげることはできなかった。 同窓会活
動の退潮は全国的な傾向ともいわれる。

入会者の減少、会員の高齢化、役員の後継者難という「三重苦」に対して、役員
会は同窓会再建について数年にわたり慎重審議を重ね、あらゆる打開策を実施した結
果を分析し、同窓会の存続可能性について否定的な認識を持たざるを得なかった。

以上の状況に鑑み、役員会は会則第１２条による臨時総会を開催し、本会の目的に
即して残余資産を駒澤大学経済学部に教育支援金として寄贈し、同窓会閉会を提案す
るとの結論に達した。

３２年の同窓会の歴史と会員の母校愛を想うと苦渋の決定であるが、会員各位には
事情ご賢察のうえ、ご理解賜りますことをお願い申し上げます。

令和７年２月２１日
駒澤大学経済学部同窓会役員会

開 催 日：令和７年６月１４日（土）１４時より

会　　場：駒澤大学会館２４６ ７－１・７－２（７階） 
　　　　　※１つの部屋として使用

審議事項：駒澤大学経済学部同窓会の閉会について

～会場案内図～
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臨 時 総 会 審 議 事 項臨 時 総 会 審 議 事 項

駒澤大学経済学部同窓会（以下同窓会と略す）役員会は会則第１２条により臨時総
会を開催し、令和７年６月１４日をもって同窓会閉会の提案をすることを決定した。

駒澤大学経済学部同窓会は平成５年に設立され３２年の歴史を歩んできた。
本会の目的は、第一に「同窓生の親睦」、第二に「経済学部および母校の発展に寄与」

することであり（会則第２条）、経済学部卒業生や教員の熱い思いによって設立された。

「同窓生の親睦」を目的とする活動としては、３年ごとの総会や懇親会、経済学部
創立２０年、３０年の記念祝典や講演会、経済学部創立７０周年を祝う会等を実施し、
全国から会員や卒業生が参集し学部の発展を祝い旧交を温めてきた。

「経済学部の発展に寄与」する活動としては、学生シンポジウム、ソフトボール大
会や球技大会の支援、インターンシップへの協力、卒業式での成績優良者の表彰等を
実施してきた。諸行事には財政支援をおこない、会員も参加して卒業生と学生が一体
となった事業として定着した。

同窓会活動は年２回発行の会報「こまざわ経済通信」で会員に報告し、情報共有
と組織強化の努力を重ねてきた。会報は第５４号まで継続発行された。
これらの活動を実務的に支えたのは、歴代役員の献身的なボランティア活動で

あった。

こうして活動を続けてきた本会も時代の推移とともに困難に直面するようになっ
た。入会者の減少と会員の高齢化である。入会者減少の原因を特定することは困難で
あるが、学生の組織とのつながりを求める意識が希薄化し、組織への帰属を嫌う傾向
が強まったことが一因とみられる。会員は年を追って減少し、現在は３５７人となっ
ている。（令和７年３月）
入会者の減少により年齢構成に極端な歪みが生じ、６５歳以上の会員が８１％、７０歳

以上が６２％となっている。対照的に４０歳以下の会員は８％にすぎない。（令和５年
１１月）

同窓会の運営を担っている役員も高齢化しており、役員（学外）全員が７５歳以上
である。辞任者増加のため業務負担は過重になり、後継者を確保できないため今後の
活動続行を展望できない状況になっている。

会員も運営者も高齢化した結果、同窓会の活動実績は年を追って低下している。
第１０回総会（令和５年１２月２日）の出席者は２６人（うち役員８人）であり、直

近の講演会・懇親会（令和６年１１月２３日）の出席者も１８人（うち役員９人）であった。

事態を打開するため、会員獲得や役員募集に不断の努力を続け、卒業式やホーム
カミングデーでの会員募集、会報「こまざわ経済通信」、同窓会ホームページ、
Facebook 等による広報強化、経済学部・大学当局との連携などあらゆる方策を講じ
たが、会員減少と高齢化を止めるだけの成果をあげることはできなかった。 同窓会活
動の退潮は全国的な傾向ともいわれる。

入会者の減少、会員の高齢化、役員の後継者難という「三重苦」に対して、役員
会は同窓会再建について数年にわたり慎重審議を重ね、あらゆる打開策を実施した結
果を分析し、同窓会の存続可能性について否定的な認識を持たざるを得なかった。

以上の状況に鑑み、役員会は会則第１２条による臨時総会を開催し、本会の目的に
即して残余資産を駒澤大学経済学部に教育支援金として寄贈し、同窓会閉会を提案す
るとの結論に達した。

３２年の同窓会の歴史と会員の母校愛を想うと苦渋の決定であるが、会員各位には
事情ご賢察のうえ、ご理解賜りますことをお願い申し上げます。

令和７年２月２１日
駒澤大学経済学部同窓会役員会
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駒澤大学経済学部同窓会（以下同窓会と略す）役員会は会則第１２条により臨時総
会を開催し、令和７年６月１４日をもって同窓会閉会の提案をすることを決定した。

駒澤大学経済学部同窓会は平成５年に設立され３２年の歴史を歩んできた。
本会の目的は、第一に「同窓生の親睦」、第二に「経済学部および母校の発展に寄与」

することであり（会則第２条）、経済学部卒業生や教員の熱い思いによって設立された。

「同窓生の親睦」を目的とする活動としては、３年ごとの総会や懇親会、経済学部
創立２０年、３０年の記念祝典や講演会、経済学部創立７０周年を祝う会等を実施し、
全国から会員や卒業生が参集し学部の発展を祝い旧交を温めてきた。

「経済学部の発展に寄与」する活動としては、学生シンポジウム、ソフトボール大
会や球技大会の支援、インターンシップへの協力、卒業式での成績優良者の表彰等を
実施してきた。諸行事には財政支援をおこない、会員も参加して卒業生と学生が一体
となった事業として定着した。

同窓会活動は年２回発行の会報「こまざわ経済通信」で会員に報告し、情報共有
と組織強化の努力を重ねてきた。会報は第５４号まで継続発行された。
これらの活動を実務的に支えたのは、歴代役員の献身的なボランティア活動で

あった。

こうして活動を続けてきた本会も時代の推移とともに困難に直面するようになっ
た。入会者の減少と会員の高齢化である。入会者減少の原因を特定することは困難で
あるが、学生の組織とのつながりを求める意識が希薄化し、組織への帰属を嫌う傾向
が強まったことが一因とみられる。会員は年を追って減少し、現在は３５７人となっ
ている。（令和７年３月）
入会者の減少により年齢構成に極端な歪みが生じ、６５歳以上の会員が８１％、７０歳

以上が６２％となっている。対照的に４０歳以下の会員は８％にすぎない。（令和５年
１１月）

同窓会の運営を担っている役員も高齢化しており、役員（学外）全員が７５歳以上
である。辞任者増加のため業務負担は過重になり、後継者を確保できないため今後の
活動続行を展望できない状況になっている。

会員も運営者も高齢化した結果、同窓会の活動実績は年を追って低下している。
第１０回総会（令和５年１２月２日）の出席者は２６人（うち役員８人）であり、直

近の講演会・懇親会（令和６年１１月２３日）の出席者も１８人（うち役員９人）であった。

事態を打開するため、会員獲得や役員募集に不断の努力を続け、卒業式やホーム
カミングデーでの会員募集、会報「こまざわ経済通信」、同窓会ホームページ、
Facebook 等による広報強化、経済学部・大学当局との連携などあらゆる方策を講じ
たが、会員減少と高齢化を止めるだけの成果をあげることはできなかった。 同窓会活
動の退潮は全国的な傾向ともいわれる。

入会者の減少、会員の高齢化、役員の後継者難という「三重苦」に対して、役員
会は同窓会再建について数年にわたり慎重審議を重ね、あらゆる打開策を実施した結
果を分析し、同窓会の存続可能性について否定的な認識を持たざるを得なかった。

以上の状況に鑑み、役員会は会則第１２条による臨時総会を開催し、本会の目的に
即して残余資産を駒澤大学経済学部に教育支援金として寄贈し、同窓会閉会を提案す
るとの結論に達した。

３２年の同窓会の歴史と会員の母校愛を想うと苦渋の決定であるが、会員各位には
事情ご賢察のうえ、ご理解賜りますことをお願い申し上げます。

令和７年２月２１日
駒澤大学経済学部同窓会役員会
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駒澤大学経済学部同窓会（以下同窓会と略す）役員会は会則第１２条により臨時総
会を開催し、令和７年６月１４日をもって同窓会閉会の提案をすることを決定した。

駒澤大学経済学部同窓会は平成５年に設立され３２年の歴史を歩んできた。
本会の目的は、第一に「同窓生の親睦」、第二に「経済学部および母校の発展に寄与」

することであり（会則第２条）、経済学部卒業生や教員の熱い思いによって設立された。

「同窓生の親睦」を目的とする活動としては、３年ごとの総会や懇親会、経済学部
創立２０年、３０年の記念祝典や講演会、経済学部創立７０周年を祝う会等を実施し、
全国から会員や卒業生が参集し学部の発展を祝い旧交を温めてきた。

「経済学部の発展に寄与」する活動としては、学生シンポジウム、ソフトボール大
会や球技大会の支援、インターンシップへの協力、卒業式での成績優良者の表彰等を
実施してきた。諸行事には財政支援をおこない、会員も参加して卒業生と学生が一体
となった事業として定着した。

同窓会活動は年２回発行の会報「こまざわ経済通信」で会員に報告し、情報共有
と組織強化の努力を重ねてきた。会報は第５４号まで継続発行された。
これらの活動を実務的に支えたのは、歴代役員の献身的なボランティア活動で

あった。

こうして活動を続けてきた本会も時代の推移とともに困難に直面するようになっ
た。入会者の減少と会員の高齢化である。入会者減少の原因を特定することは困難で
あるが、学生の組織とのつながりを求める意識が希薄化し、組織への帰属を嫌う傾向
が強まったことが一因とみられる。会員は年を追って減少し、現在は３５７人となっ
ている。（令和７年３月）
入会者の減少により年齢構成に極端な歪みが生じ、６５歳以上の会員が８１％、７０歳

以上が６２％となっている。対照的に４０歳以下の会員は８％にすぎない。（令和５年
１１月）

同窓会の運営を担っている役員も高齢化しており、役員（学外）全員が７５歳以上
である。辞任者増加のため業務負担は過重になり、後継者を確保できないため今後の
活動続行を展望できない状況になっている。

会員も運営者も高齢化した結果、同窓会の活動実績は年を追って低下している。
第１０回総会（令和５年１２月２日）の出席者は２６人（うち役員８人）であり、直

近の講演会・懇親会（令和６年１１月２３日）の出席者も１８人（うち役員９人）であった。

事態を打開するため、会員獲得や役員募集に不断の努力を続け、卒業式やホーム
カミングデーでの会員募集、会報「こまざわ経済通信」、同窓会ホームページ、
Facebook 等による広報強化、経済学部・大学当局との連携などあらゆる方策を講じ
たが、会員減少と高齢化を止めるだけの成果をあげることはできなかった。 同窓会活
動の退潮は全国的な傾向ともいわれる。

入会者の減少、会員の高齢化、役員の後継者難という「三重苦」に対して、役員
会は同窓会再建について数年にわたり慎重審議を重ね、あらゆる打開策を実施した結
果を分析し、同窓会の存続可能性について否定的な認識を持たざるを得なかった。

以上の状況に鑑み、役員会は会則第１２条による臨時総会を開催し、本会の目的に
即して残余資産を駒澤大学経済学部に教育支援金として寄贈し、同窓会閉会を提案す
るとの結論に達した。

３２年の同窓会の歴史と会員の母校愛を想うと苦渋の決定であるが、会員各位には
事情ご賢察のうえ、ご理解賜りますことをお願い申し上げます。

令和７年２月２１日
駒澤大学経済学部同窓会役員会
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